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覚　　　書


　学校法人近畿大学（以下『甲』という）と　　　　　　　　　　　　　　　（以下『乙』という）との間で契約締結した試験薬　　　　　　　　　　　　　　の製造販売後臨床試験（近畿大学病院（大阪府大阪狭山市大野東377-2）を実施医療機関とする平成　　年　　月　　日付製造販売後臨床試験実施契約書による）に伴う検査を乙が甲以外の検査機関に委託する場合、乙は甲の了解の下で当該検査機関と契約締結するものとする。
　契約締結に際し、以下の事項を遵守する。

1． 乙は甲の検査関連経費（第３条 甲が行う採血および検体提出前処理に係わる経費）の請求に対して、
　　甲指定の期日迄に甲の請求額を支払う。実績に応じた出来高払とし、甲は乙に対し別途請求書を
発行する。

＊同一日に複数の検査を行う場合も１回と数える。
　２．甲は乙と契約締結した検査機関に所定の検体を渡す。
３．２．の検査機関は契約締結した検査項目の結果を速やかに甲に返却する。但し、盲検性を保つ等の理
　　由で結果を速やかに返却できない場合は、乙は甲に対して事前にその旨の了解を得る。



     上記の通り合意したので本覚書２通を作成し、甲乙各自その１通を保有する。

　　　　平成　　　年　　月　　日

甲　大阪府大阪狭山市大野東３７７番地の２
　　近畿大学病院

　　病院長　　　東田　有智　　　印

乙


                                    印


